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当教禽研究所の学習K関する研究もずいぶん久しくなる。国語・社会・数学 ・理科な ぞの教
科tてついては ，早くから学習指導(吃関する研究が{国kVC行左われていたが，それらの研究の積
み重ねを経て ，昭和 34年あらためて 「学力向上のための学習指導C改善」をテーマとして，
全所員の共同研究体制をととのえ ，主として小・中学校の全教科trcわたる学力と学習指導K関
する 5か年計画の研究を始めた。その最初の年は ，過去5か年VC;j;'ける?教科の高校進学学力
検査問題の検討を行念い ，学酎錦上の問極点を明らかにし ，研究紀要第24集?分冊として
刊行した。また ，文部省の全国学力調査を辺地の小 a中学校K一斉に行ない，その考察は「へ
き地児Z量生徒の学力Jと越して研究紀要第26集Kまとめて刊行した。そのζろから学力と学
習指導の研究は ，当研究所の最も中心的な研究課題と在った。
学習指導によってどのような学力を形成しようとするのか，学力をどのように考えるか ，と
れが当時われわれ所員の間K論議の中心VC在っていた。学力の向上ということは，単に多〈の
知識を得るととでは左<，入閣の能力を培h育てる教育の本質K根ざしたもので左ければ念ら
:t ¥/>0機能としての，いわば「いきてはたらく学力」で念ければなら左し可。とうした学力をと
のようにして形成するかが当面の謀員長である。教材K立ち向か.ってとれを理解してゆく ，子ど
もの学習の中核である理解過程や思考過程を分析し，そとVCfいきではたら〈学力」を培ち指
導の契機を発見しようとしたのである。
しかし，との難問題の僻決は ，治方の一教育研究所のょくするととろで左いので，全国VC:i，>
ける教育研究所の共同研究としてとbあげるととを本県は強力K提案した。幸いKも昨I和36 
年から全国教育研究所連盟では ，それまでの勤労青年教育に関する共同研究を合わ!J，ζの児
童生徒の学力と学習指導の問題を全国的な共同研究として3か年間と b組むζととなった。わ
れわれは全面的lてとれK参加し ，幹事泉としてその推進に努力した。乙う して当研究所の第一
次5か年研究は ，その最後の3か年を，全国教育研究所の共同研究と歩みをともKしてきたの
でるる。 ζの間VC:i，>ける研究h煤は ，毎年度末にまとめ， 1 5冊の研究紀要として刊行した。
また全国共同研究の成果は学習f融研究シリーズ 12冊として刊行されたが，当研究所員 もそ
の執筆に当たった。
さて， ζの第一次5か年研究の過程で ，子どもの思考坦程や理解過程の樹投詳しくみてゆ
くうちに，子どものひとタひとbの思考のはたらきや理解のしかたには国人的左差英があ!J， 
また ，それは個人の情緒的左面や意志的左面，広〈いって，そのパー ソナリティK根元すると
とるの大きいととがわかってきたのである。 とうした子どもの個人的な差異や，もしくはパー
ソナ リティといった個人の内面的なものに触れて，はじめて学習指導というものが，具体的K
〈わしいものK左ると思われるのである。とうした方向への追究を目ざして，昭和39年から
3か年計画で ，学力向上のための学習指導改善に関する第二次の研究を始める ζとKした。
昨年度はその第 1年目の新究として ，子どもの個性的念もの ，もしくは態度的をものを，ど
のようκしイ とー らえるかを問題とし，-"iたそれが学習とどのようK関係するかをみてきたが，
今年度はその第一2年目として，そうした個性的左もの ，もしくは態度的なものが ，個々の子ど
もKあらわれている様相や ，実際の学習の場で展開している織相をとらえ ，学習指導をよD具
体的なものKナるための基樹句資料を得るととK努めた。
ζの紀要K集録したものは社会 z体育(t1::!"ける学習態度の研究である。
社会科になける学習態度K関ナる研究では ，歴史事象に対する見方・考え万，感じ方の機態と
とれを深める指導の条件を究明する ζ とに努めた。 第 1年次の研究では中学2年生を対象t亡
した事例研究Kよって ，見方 ・考え方の問題点を明らか十亡したが ，第2年次の研究はさらに王嬰
論的な考妻美を深め ，調査方法を〈ふう し，小学校6年生と中学校2年生の見方・考え方の傾向
をより明らかにするとともVC，とれを深める指導の条件Kついて ，授業研究をと診して究明し
たものである。
体育の{i)f究では ，運動学習になける中核的念ねらいである運動技能の形成過程κ重要左影響
を及ぼす学習態度のはたらさを重視し ，その形成と変容K関する研究を学習指導と関連づけて
行念った。第7年次の研究では ，学習態度の様態把握と運動技館の形成過程K影響を及ぼす要
因について調査と実験を行念ったが，第2年次の研究は ，実際の場Kなける学習態度の変容を
もたらす諸条件を究明するねらいをも って，実面回句念研究を行走った結果をまとめたものであ
る。
なま"，とれらの研究は ，それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとK行なったもので ，学校長
をはじめ関係の教職員各位 ，ならびに児童生徒に対しでも ，心から感謝の意を表ナるしだいで
ある。
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